
日本及び海外の建築-１-（1936～1978）
＜年号は竣工年を基本とする＞ 2016・1・12　　久保田耕平　作成

西暦 建築（日本） 出来事（日本） 建築（海外） 出来事（海外） 経歴（K・K）

1936 関西電力黒部川第二発電所/山口文象 2・26事件 ① 落水荘（Ｆ・Ｗ）/フランク・ロイド・ライト

1937 ② 宇部市民館（渡辺翁記念館）/村野藤吾 盧溝橋事件、日中戦争開始 EUR（ローマ万国博覧会）・会議場/A，リベラ

1938 第一生命館/渡辺仁＋松本與作（戦後のＧＨＱ本部） 国家総動員法発令 ジョンソン・ワックス本社/フランク・Ｌ・ライト ドイツ、オーストリアを併合

1939 マイレア邸/アルヴァ・アアルト 第二次世界大戦勃発

1940 ③ 森の礼拝堂/Ｅ・Ｇ・アスプルンド 日独伊三国同盟締結

1941 惜歴荘（岩波別邸）/吉田五十八（新興数寄屋） 国民学校発足、関門トンネル開通 オーフス市庁舎/アルネ・ヤコブセン等 真珠湾攻撃、太平洋戦争開始

1942 ④ 大東亜記念造営計画案/丹下健三

1943 大東亜共同宣言発表 ブラジル旧教育保険省庁舎/ルシオ・コスタ等

1944 アウガルテンの高射砲塔/フリードリッヒ・タムス 誕生（0歳）

1945 岩国徴古館/佐藤武夫（竹筋コンクリート） 広島、長崎に原爆投下される ベルリン陥落

1946 藤村記念堂/谷口吉郎（旧中山道） カウフマン邸/リヒャルト・ノイトラ フィリピン共和国独立

1947 紀伊國屋書店/前川國男（木造2層吹抜け） 日本国憲法施行 ブロイヤー自邸/マルセル・ブロイヤー インド独立

1948 ベーカー・ハウス/アルヴァ・アアルト（MIT宿舎） ベルリン封鎖開始

1949 湯川秀樹、ノーベル物理学賞受賞 ⑤ グラス・ハウス/フィリップ・ジョンソン（自邸） 中華民国、台湾に遷都

1950 八勝館増改築/堀口捨巳 朝鮮戦争勃発

1951 リーダーズダイジェスト東京支社/Ａ・レーモンド 日米安全保障条約調印 ⑥ ファーンズワース邸/ミース・Ｆ・デル・ローエ 日野小学校入学（7歳）

1952 齋藤助教授の家/清家清（ワンルーム形式） セイナッツァロの役場/アルヴァ・アアルト

1953 ⑦ 世界平和記念聖堂/村野藤吾 イェール大学アートギャラリー/ルイス・カーン スターリン死去

1954 神奈川県立音楽堂/前川国男 ニーマイヤー自邸/オスカー・ニーマイヤー エリザベス2世即位

1955 原爆堂計画/白井晟一（水面に浮かぶ美術館） 自由民主党結成 ⑧ ロンシャンの礼拝堂/ル・コルビュジェ

1956 広島平和記念資料館/丹下健三（設計コンペによる） メキシコ国立自治大学図書館/Ｆ・オゴールマン等 メルボルン五輪

1957 ⑨ 読売会館（旧有楽町そごう）/村野藤吾 昭和基地設営(1/29)　 聖ジョゼフ教会の時計塔/オーギュスト・ペレ 欧州経済共同体調印 田島中学校入学（13歳）

1958 東京タワー/内藤多仲 阿蘇山、25年ぶり大爆発 ピレリタワー/ジオ・ポンティ＆Ｐ・Ｌ・ネルヴィ

1959 ⑩ 国立西洋美術館/ル・コルヴュジェ 皇太子(今上天皇)ご成婚(4/10) ⑪ カレ邸/アルヴァ・アアルト キューバ革命

1960 名古屋大学豊田講堂/槇文彦 新安保条約、自然承認 ラ・トゥーレット修道院/ル・コルビュジェ ソ連、人工衛星1号打上げ成功 県立川崎高校入学（16歳）

1961 ⑫ 東京文化会館/前川国男 　⑬ から傘の家/篠原一男 ハーレンの集合住宅（スイス）/アトリエ・５ ベルリンの壁、作り始めらる

1962 軽井沢の山荘/吉村順三 ジョン・Ｆ・ケネディ空港/エーロ・サーリネン

1963 ⑭ 倉敷国際ホテル/浦辺鎮太郎　出雲大社庁の舎/菊竹清訓 日本初横断歩道橋(大阪駅前) レスター大学工学部校舎/Ｓ・Ｊ・スターリング等 ケネディ暗殺

1964 ⑮ 国立代々木競技場/丹下健三 アジア初の東京オリンピック開催 マリーナシティ（シカゴ）/Ｂ・ゴールドバーグ 東京工業大学入学（20歳）

1965 大学セミナーハウス/吉阪隆正 朝永振一郎、ノーベル物理学賞 トロント市庁舎/ビルジュ・レヴェル ヴェトナム戦争激化

1966 大分県立大分図書館/磯崎新 日韓国交正常化 ホイットニーアメリカ美術館/マルセル・ブロイヤー

1967 静岡新聞・静岡放送東京支社/丹下健三　⑯ 帝国ホテル解体 モントリオール・バイオドーム/Ｂ・フラー等

1968 ⑰ 国立博物館(東洋館)/谷口吉郎　普連土学園/大江宏 川端康成、ノーベル文学賞受賞 ベルリン新国立美術館/ミース・Ｆ・デル・ローエ プラハの春 浦辺建築事務所入所（24歳）

1969 霞が関ビル/山下敏郎＋三井不動産（柔構造） テンペリアウキオ教会/ティモ・スオマライネン等 アポロ11号、月着陸成功

1970 第三スカイビル/渡邊洋治　⑱曽根崎警察署/浦辺鎮太郎 大阪万国博覧会 メトロポリタン大聖堂/オスカー・ニーマイヤー等

1971 ブルーボックスハウス/宮脇檀（都市型住宅） 環境庁発足 ワールド・トレード・センター/ミノル・ヤマザキ

1972 中銀カプセルタワー/黒川紀章（モダニズム） 沖縄復帰、日中国交正常化 ⑲ キンベル美術館/ルイス・カーン

1973 所沢聖地霊園礼拝堂・納骨堂/池原義郎 ⑳ シドニー・オペラハウス/ヨーン・ウッツォン等 アラブ石油産出国のエネルギー危機

1974   アイビースクエア―/浦辺鎮太郎　　最高裁判所/岡田新一 佐藤栄作、ノーベル平和賞受賞 インド経営大学/ルイス・カーン（モダニズム）

1975 東京大学工学部6号館増築/香山寿夫 ミロ美術館/ジョゼップ・ルイス・セルト ベトナム戦争終結

1976   住吉の長屋/安藤忠雄　上原通りの住宅/篠原一男 ロッキード事件 バウスベア教会（母国）/ヨーン・ウッツォン 毛沢東死去

1977 国立民族学博物館/黒川紀章 ポンピドゥーセンター/レゾン・ピアノ等

1978 代官山集合住居・第３期/槇文彦 日中平和友好条約調印 セインズベリー視覚芸術センター/Ｎ・フォスター 国際記念物遺跡会議



日本及び海外の建築-２-（1979～2020）
＜年号は竣工年を基本とする＞ 2016・1・12　　久保田耕平　作成

西暦 建築（日本） 出来事（日本） 建築（海外） 出来事（海外） 経歴（K・K）

1979 龍谷寺妙光堂/鈴木恂 第2次石油危機 ゲーリー自邸/フランク・Ｏ・ゲーリー サッチャー英首相誕生（女性初） 久保田建築設計室設立

1980 積木の家Ⅲ/相田武文 クリスタル大聖堂（米）/フィリップ・ジョンソン ソ連、アフガン侵攻

1981 名護市庁舎/象設計集団（内田文男他） 世界初太陽熱発電(香川) メンヘングラートバッハ美術館/ハンス・ホライン 上賀茂の家／Ｍ商店本店

1982 新高輪プリンスホテル/村野藤吾 東北・上越新幹線開業(6/23) カーサ・ロトンダ（スイスの住宅）/マリオ・ボッタ 新檜尾台の家

1983 つくばセンタービル/磯崎新（ポストモダニズム） 三宅島大噴火 集合住宅「悲しみよこんにちは」(独)/アルヴァロ・シザ

1984 釧路市湿原展望資料館/毛綱毅曠 日本　世界一の長寿国へ キューブハウス（蘭）/ピエト・ブロム ロス五輪 玉造の事務所併用住宅

1985 世田谷美術館/内井昭蔵 科学万国博覧会 香港上海銀行/Ｎ・フォスター＋パートナーズ 日野のA医院

1986 同世代の橋/石井和紘　　・ 大阪市庁舎/日建設計 ロスアンジェルス現代美術館/磯崎新 チェルノブイリ原発事故

1987 ・ 東京工業大学百年記念館/篠原一男 国鉄民営化、ＪＲ発足(4/1) オルセー美術館(パリ)/ＡＴＣ＆ガエ・アウレンティ

1988 水の教会（トマム）/安藤忠雄＜ミニマリズム＞ リクルート事件　東京ドーム落成(3/17)アールト劇場（独）/Ａ・アールト＆Ｅ・アールト ソウル五輪 (株)ベルディア本社ビル

1989 幕張メッセ/槇文彦（巨大コンプレックス） 昭和天皇没、昭和から平成へ改元 ルーブル美術館ピラミッド/Ｉ・Ｍ・ペイ ベルリンの壁崩壊、天安門事件 相楽台の医院併用住宅

1990 東京都庁/丹下健三　　水戸芸術館/磯崎新 中国銀行ビル（香港）/Ｉ・Ｍ・ペイ イラク、クウェート侵略

1991 バブル崩壊 シアトル美術館/ヴェンチューリ＆スコット・ブラウン ソ連邦解体(8月）湾岸戦争勃発 ・ 仰木の里の家

1992 直島コンテンポラリーアートミュージアム/安藤忠雄 通信衛星テレビ本放送開始 ボネファンテン美術館/アルド・ロッシ＜反モダニズム＞ バルセロナ五輪 ・ 千町の家（2×４住宅）

1993 ヴィトラ・セミナーハウス/安藤忠雄＜モダニズム＞ ・ MIK本社ビル及び併用j住宅

1994 関西国際空港旅客ターミナルビル/レゾン・ピアノ 松本サリン事件　　自社さ政権 日本美術技術センター「マンガ」(ポーランド)/磯崎新 英仏海峡トンネル開通（5/6）

1995 紙の教会（鷹取教会）/坂茂＜コンテンポラリー＞ 阪神・淡路大震災 ラ・コルーニャ人間科学館（スペイン）/磯崎新

1996 ・ 二テロイ現代美術館/オスカー・ニーマイヤー アトランタ五輪　 英,狂牛病騒動 冨小路の家／枚方市のＳ医院／真野の歯科医院

1997 フジテレビ本社ビル/丹下健三＜ポストモダニズム＞ 消費税（5％）　専売制度廃止 ・ グッゲンハイム美術館ビルバオ/フランク・ゲーリ 石田町の医院と住宅

1998 明石海峡大橋開通 チバウ文化センター(ニューカレドニア)/レンゾ・ピアノ 長野オリンピック(2月）　

1999 ・ 国立博物館（法隆寺宝物館）/谷口吉生 日銀ゼロ金利政策 オハイオ21世紀科学工業センター/磯崎新 精華町のＡ医院／彦根市のＴ医院

2000 ・ 那珂川馬頭広重美術館/隈研吾 有珠山噴火 フェイサリヤタワー(サウジアラビア)/Ｎ・フォスター等 シドニー五輪

2001 せんだいメディアテーク/伊藤豊雄＜ハイテク＞ エデン・プロジェクト(英)/二コラス・グリムショウ 米国同時多発テロ事件(9/11)

2002 フォートワース現代美術館(米)/安藤忠雄＜モダニズム＞ 欧州通貨統一（ユーロ）

2003 ・ 4×4の住宅（神戸市垂水）/安藤忠雄 宮城県沖で地震（震度6　5/26） Ｗ・ディズニー・コンサートホール/Ｆ・ゲーリー イラク戦争　自爆テロ相次ぐ 粟津町の歯科医院併用住宅

2004 金沢21世紀美術館/ＳＡＮＡＡ（妹島和世・西沢立衛） 浅間山21年ぶり噴火(9/1) ・ フラワー・タワー/エドゥアール・フランソワ アテネ五輪(8/13～29) 岩倉の動物病院／上高野の医院住宅／彩都のＭ小児科

2005 ・ Lotus House（逗子）/隈研吾 JR宝塚線脱線事故大惨事(4/25) トッズ表参道ブティック/伊藤豊雄＜コンテンボラリー＞ 若葉台の家／三国町の耳鼻咽喉科／守山のＲクリニック

2006 ケ・ブランリー美術館（パリ）/ジャン・ヌーヴェル トリノ冬季五輪 能登川町のＴ眼科

2007 YIEN EAST（京都）/隈研吾 国家大劇院（北京）/ポール・アンドリュー＜ハイテク＞ 北小松のK診療所

2008 ・ 朝日放送新社屋（大阪）/隈研吾 北京国家体育場/ヘルツォーク＆ド・ムーロン 北京五輪　　中国四川大地震

2009 ・ ガーデンテラス長崎/隈研吾 裁判員制度スタート(5月) 栗東市のＳ小児科／長浜市のＯ眼科／堺市の家

2010 バンクーバー五輪　　チリ大地震

2011 東日本大震災

2012 東京スカイツリー/日建設計、監修：澄川、安藤 東京スカイツリー開業(5/22) ロンドン五輪 東近江のS医院

2013 GINZA KABUKIZA（歌舞伎座タワー）/隈研吾 和食がユネスコ無形文化遺産 ルーヴル・ランス（仏）/妹島和世 西沢立衛 ・ 彦根市城町の家

2014 あべのハルカス/竹中工務店＋シーザー・ペリー 消費税8% サッカーW杯ブラジル大会

2015 北陸新幹線開業

2016 五輪（リオデジャネイロ開催）

2017 銀座ミキモト/内藤廣 消費税10%

2018

2019 ・ 新国立競技場/隈研吾 ラグビーW杯、日本開催

2020 ・ 滋賀県立近代近代美術館/妹島和世 東京オリンピック
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作成：2016/01/25 長井 

【講演Ⅰ】『建築を通しての生立ち』……説明資料：建築を通しての生立ち.pdf（表形式）  への補足 

(photo)スライド資料：建築を通しての生立ち - 公開可能.pdf（自らの作品、写真紹介もあります） 

講師：（京滋支部）久保田耕平氏（S43 建築） 

【概要】敬愛する国内・外国の建築家作品を紹介を通じて、優れた建築物の紹介とそのポイントを解説。 

そして、2020 年までに完成する期待作品を紹介。これまでのふり返りと今後の期待像を述べる。 

------------------------------------ 

『建築を通しての生立ち』……説明資料：（講演者作成…『年表 』に記載の建築物について 概ね 竣工年代順(○番号とも)に解説 

建築設計を国内外多くの建築(作品)を見聞しながら行ってきた。その中で印象深い作品を、写真※による紹介を通じて、そのポイントを解説。 

さらに、2020 年までに完成する期待作品を紹介。 

 

 

☆敬愛する外国の建築家：（ * ⇒ 『建築世界の３巨匠』・建築設計の巨人  ） 

  ・ Ｆ．Ｌ．ライト*、ル．コルビジェ*、Ｍ．ファンデルローエ*1、Ｏ．ニーマイヤ、Ｆ．ゲーリ、Ｅ．フランソア 

   （ *1 この３人に(またはファンデルローエに替え ヨルティウスが建築界の巨匠・巨人。さらに『最後の巨匠』=Ｌ．カーン と称される) ） 

☆敬愛する国内の建築家： 

  ・村野藤吾、浦辺鎮太郎、丹下健三、谷口吉郎、篠原一男 さらに最近注目デザイナとして 隈 研吾、妹島和世…など 

------------------------------------                                                                      ( 経歴 欄-年代対応の記載 ) 

① 落水荘： Ｆ．Ｌ．ライト  水路上に建てられた住宅（別荘）。 

②宇部市民館：村野藤吾 列柱６本、タイル外壁 荘厳でいまも変わらない。 

③森の礼拝堂： Ｅ．Ｇ．アスプルンド スウェーデン森の墓地(1949 完成)と連携、2015 に訪問。 

④大東亜記念造営計画案：丹下健三 構想図のみであるが、思想がすばらしい                    …（Ｓ19  神奈川県で生れる） 

⑤グラスハウス（自邸）： Ｆ ジョンソン 実験住宅を自邸として作り、実際に生活  

⑥ファーンズワース邸：Ｍ．ファンデルローエ  ⑤と類似（思想）の住宅建築 

⑦世界平和記念聖堂：村野藤吾 コンペ審査員長が自ら設計・建築、荘厳な聖堂 

⑧ロンシャン聖堂：ル．コルビジェ 一見小さそうに見えるが、迫力のある特徴溢れるフランスの教会堂 

⑨読売會舘（旧 有楽町 そごう）：村野藤吾  闊達なアイディアで変形の土地にモダンな外観を創造している 

⑩国立西洋美術館： ル．コルビジェ  巨匠唯一の日本国内作品 

⑪ルイ カレ邸：アルヴァ アアルト   パリ郊外の内外装・庭園が一体設計の近代邸宅 

⑫東京文化会館：前川国男 国内ホール建築の先駆（音響については？？） 

⑬から傘の家：篠原一男（元東工大教授…のちに大岡山 百年記念館(1987…後出)）  

        四角錐屋根＋直方体構造で前衛的かつ合理的な住居、国内住宅建築をリード 

⑭倉敷国際ホテル： 浦辺鎮太郎  建築学会賞受賞 静謐な外観と内装                        …（この年に  東工大入学） 

⑮国立代々木競技場： 丹下健三  オリンピック競技場 著名 

写真※：表中 赤字記載のものが相当します、但し 『写真』には その著作権保護から、ＨＰ収録(掲示)

不可も多い。そうした作品写真はインタネット画面で閲覧可能ゆえ、その索引参照をお願いします。 
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（⑯ （旧）帝国ホテルの解体 … 明治村に移築再建した） 

⑰国立博物館…東洋館： 谷口吉郎 （元東工大教授… 在学中は既に退官していた ）           …（この年卒業－浦辺建築事務所に入所）                          

⑱曾根崎警察署：浦辺鎮太郎                …この建築工事に基本設計から関わる。前面の換気ユニットは、村野藤吾の設計によるもの 

⑲（ﾃｷｻｽ）キンベル美術館：Ｌ．カーン    打放しｺﾝｸﾘｰﾄ・天井採光・ﾕﾆｯﾄ構成 

⑳シドニー・オペラハウス： ヨーン・ウッツォン等  独創的な外観 

㉑アイビースクェア：浦辺鎮太郎 工場建築（旧建物）リノベーションの嚆矢プロジェクト 

㉒住吉の長屋：安藤忠雄・上原通りの住宅：篠原一男   打放しｺﾝｸﾘｰﾄ ＲＣ構造の住宅                   …  (Ｓ54 久保田建築設計室を設立) 

  以降 多くの複合住宅 ・ 住居の設計を手がけ、今日に到る 

  代表作品の紹介…『仰木の里の家』・『千町の家(２Ｘ４住宅)』・『Ｍ Ｉ Ｋ本社ビル&併用住宅』『彦根市城町の家』 など 

以降は時間の制約もあって、写真紹介のみ 

・大阪市庁舎（ 第４代目庁舎 ）：日建設計 

・東京工業大学 百年記念館 

・（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ﾘｵ）ニテロイ現代美術館：Ｏ．ニーマイヤ-  宇宙船のようなミュージアム 

・グッゲンハイム美術館 ビルバオ：Ｆ． ゲーリ      チタン外壁＋ガラスの CADAM-３D外観 

・国立博物館…法隆寺宝物館：谷口吉生 

・那珂川馬頭広重美術館：隈 研吾 

・４X４の住宅（神戸市垂水）：安藤忠雄 

・フラワー・タワー：エドゥアール・フランソワ 

・ Lotus House（逗子）：隈 研吾 

・朝日放送新社屋（大阪 堂島）：隈 研吾 

・ガーデンテラス長崎： 隈 研吾 

 

そして、今後数年で竣工する期待の建築 

・新国立競技場（2019）： 隈 研吾 

・滋賀県立近代美術館（2020）： 妹島和世…新時代の代表的な美術館建築として期待、皆さんに見てほしい。 

------------------------------------ 

補遺・Ｑ＆Ａ 

※ （新 国立競技場のデザインやり直し経緯に関連して） 

Ｑ： （漸進的な建築をデザイン・計画するときに） 外観等の感覚的な創造アイディアに対して、 

  技術的・工学的な合理性・可能性、さらに（基本的な建築コスト含め）実現性をどれくらい優先させるか？ 

Ａｎｓ： 建築の基本的な考え方は 必ず 『 このようにすれば、建てられる 』 からスタートする。 

     このベース（立ち位置）を踏まえて、計画・設計することが、基本・絶対条件である。 

     その具体的事例として（2020 年の竣工予定だが）、上記の『滋賀県立近代美術館』を見てください。 

----------------------------------------                                                                                        以上 


